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新
鹿
屋
市
は
平
成
18
年
１
月
１

日
に
旧
鹿
屋
市
、
旧
輝
北
町
、
旧

串
良
町
、
旧
吾
平
町
の
１
市
３
町

で
合
併
し
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
は
各
地
域
の
課
題

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
霧
島
ヶ
丘

公
園
整
備
事
業
、
泉
ヶ
丘
市
営
住

宅
建
替
事
業
、
第
一
鹿
屋
中
学
校

校
舎
増
改
築
防
音
併
行
事
業
、
吾

平
自
然
公
園
整
備
事
業
、
市
道
・

町
道
・
農
道
改
良
事
業
な
ど
特
色

あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
決
算
は
、
年
度
途

中
に
合
併
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成

17
年
４
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で

の
旧
市
町
の
決
算
と
平
成
18
年
１

月
１
日
〜
３
月
31
日
ま
で
の
新
市

の
決
算
を
合
算
し
た
通
年
ベ
ー
ス

の
決
算
と
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
が

４
６
９
億
１
，
４
５
４
万
円
、
歳

出
が
４
５
４
億
７
０
３
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
の
差
引
額

は
15
億
７
５
１
万
円
で
す
が
、
こ

れ
に
は
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て

使
わ
れ
る
財
源
８
，
６
０
２
万
円

が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を

差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
14
億
２
，

１
４
９
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
の
決
算
状
況

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
財
政
課

　

☎
０
９
９
４
ー
31
ー
１
１
２
６

　 平成 17 年度決算額 平成 16 年度決算額

市 税 95 億 1,394 万円 92 億 7,220 万円
地 方 交 付 税 118 億 4,538 万円 121 億 8,493 万円
国 庫 支 出 金 61 億 6,687 万円 49 億 3,662 万円
県 支 出 金 27 億 8,237 万円 24 億 8,856 万円
使 用 料 及 び
手 数 料 9億 3,905 万円 9億 1,495 万円

財 産 収 入 1億 2,130 万円 2億 1,021 万円
繰 入 金 50 億    409 万円 27 億 6,650 万円
繰 越 金 11 億 1,646 万円 11 億       33 万円
市 債 52 億 8,960 万円 70 億 1,340 万円
そ の 他 41 億 3,548 万円 40 億 8,096 万円

計 469 億 1,454 万円 449 億 6,866 万円

　 平成 17 年度 平成 16 年度 増減額
歳 入 469 億 1,454 万円 449 億 6,866 万円 19 億 4,588 万円
歳 出 454 億    703 万円 436 億 8,474 万円 17 億 2,229 千円
差 引 15 億    751 万円 12 億 8,392 万円 2億 2,359 万円
翌年度繰越額 8,602 万円 7,774 万円 828 万円
実 質 収 支 14 億 2,149 万円 12 億    618 万円 2億 1,531 万円

　 平成 17 年度決算額 平成 16 年度決算額

義 務 的 経 費 193 億 2,368 万円 204 億 8,192 万円
人 件 費 80 億 4,011 万円 82 億 2,997 万円
扶 助 費 65 億 3,393 万円 62 億 7,309 万円
公 債 費 47 億 4,964 万円 59 億 7,886 万円

投 資 的 経 費 114 億 4,565 万円 95 億 9,497 万円
普通建設費 110 億 1,092 万円 93 億 2,066 万円
災害復旧費 4億 3,473 万円 2億 7,431 万円

その他の経費 146 億 3,770 万円 136 億    785 万円
物 件 費 47 億 9,585 万円 49 億 6,740 万円
維持補修費 5億 2,038 万円 5億 2,006 万円
補 助 費 等 26 億 5,213 万円 25 億 7,815 万円
積 立 金 29 億 2,393 万円 19 億 6,083 万円
投 資・ 出
資・貸付金 8,217 万円 1億       89 万円

繰 出 金 36 億 6,324 万円 34 億 8,052 万円
計 454 億    703 万円 436 億 8,474 万円

平成 18年３月 31日現在の人口 105,511 人で計算した場合

鹿屋市 霧島市 薩摩川内市
人 　 口 　105,511 人 127,259 人 103,015 人
面 　 積 448.33k ㎡ 603.68k ㎡ 683.50k ㎡

鹿屋市 霧島市 薩摩川内市
歳 　 入 469 億 1,454 万円 583 億 7,659 万円 536 億 9,022 万円
歳 　 出 454 億    703 万円 550 億 8,542 万円 509 億 7,495 万円

●人口・面積（平成 18 年３月 31 日現在）

●決算額

■歳入歳出決算の状況

歳入 歳出 差引 翌年度繰越額 実質収支
国民健康保険事業 108 億    585 万円 104 億 6,294 万円 3億 4,291 万円 0円 3億 4,291 万円
老 人 保 健 111 億 6,622 万円 113 億       86 万円 △ 1億 3,464 万円 0円 △ 1億 3,464 万円
介 護 保 険 事 業 68 億 8,938 万円 65 億 9,800 万円 2億 9,138 万円 0円 2億 9,138 万円
公 共 下 水 道 事 業 14 億 3,608 万円 14 億    281 万円 3,327 万円 0円 3,327 万円
下 水 道 5,007 万円 4,924 万円 83 万円 0円 83 万円
輝北簡易水道事業 8,148 万円 7,191 万円 957 万円 0円 957 万円
立小野簡易水道事業 331 万円 140 万円 191 万円 0円 191 万円

平
成
17
年
度

お
知
ら
せ
し
ま
す

決 

算 

概 

要
■類似団体比較

■特別会計歳入歳出決算状況

■歳入決算の内訳

■性質別歳出決算の内訳

■行政目的別歳出決算の内訳及び市民１人当たりに使われたお金

市税
95 億 1,394万円
（20.3％）

地方交付税
118 億 4,538万円
（25.2％）

国庫支出金
61億 6,687 万円
（13.1％）

県支出金
27億 8,237 万円
（5.9％）

使用料及び
手数料
9 億 3,905 万円
（2.1％）

財産収入
1億 2,130万円
（0.2％）

繰入金
50 億 409万円
（10.7％）

繰越金
11億 1,646 万円
（1.4％）

市債
52億 8,960万円
（11.3％）

その他
41億 3,548万円
（9.8％）

歳入総額
469 億 1,454万円
（100％）

歳出総額
454 億 703万円
（100％）

人件費
80 億 4,011万円
（17.7％）

義務的経費
193 億 2,368万円
（42.8％）

投資的経費
114 億 4,565 万円
（25.2％）

その他経費
146 億 3,770万円
（32.2％）

扶助費
65 億 3,393万円
（14.4％）

公債費
47億 4,964万円
（10.5％）

普通建築費
110 億 1,092 万円
（24.2％）

災害復旧費
4億 3,473万円
（1.0％）

物件費
47億 9,585 万円
（10.6％）

維持補修費
5億 2,038万円
（1.1％）

補助費等
26 億 5,213万円
（5.8％）

積立金
29 億 2,393万円
（6.4％）

繰出金
36 億 6,324万円
（8.1％）投資・出資・貸付金

8,217 万円
（0.2％）

費目 議会費 総務費 民生費 衛生費
決算額（構成比） 5 億 4,415 万円（1.2%） 43 億 3,517 万円（9.6%）103 億 6,610 万円（22.8%） 26 億 832 万円（5.7%）
1人当たり 5,157 円 41,087 円 98,247 円 24,721 円
費目 労働費 農林水産業費 商工費 土木費

決算額（構成比） 6,370 万円（0.1%） 31 億 6,245 万円（7.0%） 5億 2,476 万円（1.2%）88 億 7,157 万円（19.5%）
1人当たり 603 円 29,973 円 4,974 円 84,082 円
費目 消防費 教育費 災害復旧費 公債費

決算額（構成比） 11 億 233 万円（2.4%）56 億 5,514 万円（12.5%） 4億 836 万円（0.9%）47 億 1,464 万円（10.4%）
1人当たり 10,448 円 53,598 円 3,870 円 44,684 円
費目 諸支出金 合計

決算額（構成比） 30 億 5,034 万円（6.7%） 454 億 703 万円（100%）
1人当たり 28,910 円 430,354 円

お知らせします  平成17年度 決算概要
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①財政力指数
地方公共団体の財政力を判断する指標で、地方交付税法の規
定により算定された基準財政需要額で基準財政収入額を除し
て得た数値の過去３年間の平均値をいい、一般的に「１」に
近いほど、さらに「１」を超えるほど財政力が強いとされて
います。

②経常収支比率
財政構造の弾力性を判断する最も一般的な指標で、歳出の経
常的経費に充当された一般財源等が歳入の経常一般財源等に
占める割合で、70％～ 80％が標準的とされ、比率が低いほ
ど財政構造に弾力性があるとされております。

③実質公債費比率
地方公共団体の収入に対する市全体の借金返済額の比率を示
すものです。普通会計の公債費に下水道特別会計や水道事業
等への繰出金（公債費相当分）を加算し、財政負担の度合い
を判断するもので、18％を超えると地方債発行について国や
県の許可が必要とされます。

④起債制限比率
地方債の許可制限に係る指標で、地方公共団体にける公債費
による度合いを判断するもので、20％を超えると一部の地方
債発行について制限されます。

収入469万 1千円－支出 454万円＝残額 15万１千円となり、
残額は今年度やり残した家の増改築費用に 9千円、積立預金
に 14万２千円使うことになります。

収入（　　　）は市の収入科目

自
主
財
源

給料（市税） 95 万 1千円
アパート家賃収入など副収入
（使用料・手数料や財産収入・繰越金など） 34 万 8千円

預金の取り崩し（繰入金） 50 万 1千円

依
存
財
源

親からの援助

使い道の決められたお金
（国県支出金） 89 万 5千円

自由に使えるお金
（地方交付税） 146 万 7千円

家の増改築に銀行から借りたお金（市債） 52 万 9千円
合　　計 469 万 1千円

支出（　　　）は市の性質区分
食費（人件費） 80 万 4千円
医療費（扶助費） 65 万 3千円
ローンの返済（公債費） 47 万 5千円
家の増改築費（普通建設費） 114 万 5千円
光熱水費、日用雑貨（物件費） 47 万 9千円
アパートの修理、知人に貸したお金
（維持補修費や貸付金など） 6万 1千円

町内会、サークル会費（補助費等） 26 万 5千円
定期預金（積立金） 29 万 2千円
子どもへの仕送り（繰出金） 36 万 6千円

合　　計 454 万 0千円

平成 17 年度 平成 16 年度
①財政力指数 0.44 0.42
　標準財政規模（千円） 22,051,861 21,673,751
　基準財政収入額（千円） 8,918,457 8,364,498
　基準財政需要額（千円） 19,419,595 19,116,559
　経常一般財源収入額（千円） 22,469,521 22,381,090
　実質収支比率（％） 6.4 5.4
②経常収支比率（％） 89.2 87.3
③実質公債費比率（％） 13.3 ー
④起債制限比率（％）3か年平均 10.0 9.6

　市民の皆さんに鹿屋市の財政事情を分かりやすく理解してもらうために、平成 17年度の決算額を１万分
の１にして家計簿にたとえてみました。（１家庭の年間収入を約 469 万１千円としています。）

■鹿屋市の主な財政指標
　都市計画税は、都市計画法に基づいて行う都市
計画事業、または土地区画整理法に基づいて行う
土地区画整理事業の費用に充てるため、都市計画
区域内の土地や家屋の所有者に対して課税される
目的税です。
　平成 17 年度の都市計画税の決算額は、４億
7,200 万円で、主に街路や公園、下水道の整備、
そしてこれらの事業のために借りた市債の償還金
に充てられています。

■都市計画税の使われ方

都市計画税が使われている事業

上グラフの財源内訳

■鹿屋市の財政事情を家庭の家計簿にたとえると・・・

街路事業
4億 300万円
（6.1％）

公園事業
13億 500万円
（19.7％）

下水道事業
6 億 500万円
（9.1％）

土地区画整理事業
35億 8,700万円
（54.2％）

地方債償還
7億 2,100万円
（10.9％）

都市計画税
4億 7,200万円
（7.1％）

国・県支出金
17億 8,200万円
（26.9％）

地方債
12億 8,100万円
（19.3％）

負担金その他
9 億 2,400万円
（14.0％）

一般財源
21億 6,200万円
（32.7％）

総額
66 億 2,100万円
（100％）

総額
66 億 2,100万円
（100％）

　第一次産業を基軸とした内発型産業の振興と企業誘致を中
心とした産業振興や雇用促進等を図るための拠点施設として
鹿屋市産業支援センターがオープンします。
　同センター内には、財団法人鹿屋市中小企業勤労者福祉サ
ービスセンターと鹿屋公共職業安定所（ハローワークかのや）
も開設されます。

産業振興と雇用促進の拠点

鹿屋市産業支援センターが
　　　　　　　オープンします

　
　
　
　
　

４
月
２
日
オ
ー
プ
ン

　

地
域
の
農
林
水
産
物
な
ど
を
生

か
し
た
内
発
型
産
業
の
振
興
と
、

企
業
誘
致
を
柱
と
し
た
産
業
振
興

を
図
り
、
自
立
し
た
地
域
経
済
の

確
立
及
び
生
産
都
市
へ
の
構
造
変

革
を
目
指
す
た
め
の
拠
点
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
頑
張
る

方
々
の
起
業
や
事
業
拡
大
等
の
相

談
窓
口
の
設
置
、
専
門
的
知
識
を

持
つ
民
間
経
験
者
の
配
置
を
行
い
、

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
情

報
の
提
供
等
に
よ
る
起
業
・
事
業

拡
大
等
へ
の
支
援
体
制
を
整
備
し

ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
起

業
を
目
指
す
事
業
者
・
市
民
グ
ル

ー
プ
等
に
対
し
て
、
低
料
金
の
貸

事
務
所
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
」

を
設
置
し
て
、
入
居
者
に
経
営
手

法
等
の
指
導
や
起
業
化
支
援
を
行

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
産
業
政
策
課

　

☎
０
９
９
４
ー
31
ー
１
１
６
４

　

中
小
企
業
に
勤
め
る
人
の
生
活

の
安
定
と
福
祉
の
充
実
を
図
る
た

め
、
個
々
の
事
業
所
で
は
実
施
が

難
し
い
福
祉
事
業
を
、
大
企
業
並

み
に
実
施
す
る
た
め
設
立
さ
れ
る

財
団
法
人
で
す
。

　

主
な
実
施
予
定
事
業
は
、
一
般

健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
受
診
に

対
す
る
助
成
を
行
う
福
利
厚
生
事

業
、
お
祝
金
、
障
害
・
傷
病
及
び

死
亡
弔
慰
金
な
ど
の
給
付
を
行
う

共
済
給
付
事
業
、
低
利
の
融
資
を

行
う
融
資
あ
っ
せ
ん
事
業
等
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
利

用
す
る
に
は
会
員
加
入
が
必
要
で

す
。

※
加
入
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
商
工
観
光
課

　

☎
０
９
９
４
ー
31
ー
１
１
２
１

　
　
　
　
　

２
月
13
日
業
務
開
始

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
求
人
募
集

や
就
職
の
世
話
な
ど
、
雇
用
に
関

す
る
総
合
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
公
的
機
関
で
す
。

　

現
在
、
西
原
４
丁
目
の
鹿
屋
合

同
庁
舎
１
階
で
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
伴
い
、
同
セ
ン
タ
ー
の
１

階
に
移
転
し
、
他
の
機
関
よ
り
一

足
早
く
２
月
13
日
よ
り
業
務
を
開

始
し
ま
す
。

【
問
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わ
せ
】
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ク
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２F
○鹿屋市産業支援センター
○財団法人鹿屋市中小企業勤労者
　福祉サービスセンター

１F
　ハローワークかのや

鹿屋市産業支援センターの概要

   

鹿
屋
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

財
団
法
人
鹿
屋
市
中
小
企
業
勤

労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

   

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
の
や
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至
垂
水

至
寿

バスセンター

鹿屋小学校

リナシティかのや

肝
属
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